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真に民主的な労働運動を
不断に追求し、働く者と
家族の幸せ、JR産業の持
続的発展を実現しよう！

JR連合

JR連合

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
第
25
回
参
議

院
議
員
選
挙
に
臨
む
Ｊ
Ｒ
連
合

国
会
議
員
懇
談
会
会
長
の
榛
葉

賀
津
也
氏
（
静
岡
県
）
、
同
幹

事
の
長
浜
博
行
氏
（
千
葉
県
）

を
最
重
点
候
補
、
さ
ら
に
は
21

世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
所
属
議
員
、
各
産
別
か
ら

の
支
援
要
請
に
基
づ
く
候
補
を

重
点
候
補
に
掲
げ
、
最
後
の
最

後
ま
で
全
員
当
選
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

　

厳
し
い
選
挙
戦
の
中
、
各
推

薦
候
補
者
は
、
堂
々
と
選
挙
戦

を
闘
い
抜
き
、
最
重
点
候
補
の

榛
葉
氏
、
長
浜
氏
が
見
事
当
選

す
る
と
と
も
に
、
比
例
区
に
お

い
て
は
田
村
麻
美
氏
（
Ｕ
Ａ
ゼ

ン
セ
ン
）
、
浜
野
喜
史
氏
（
電

力
総
連
）
、
森
屋
隆
氏
（
私
鉄

総
連
）
、
選
挙
区
に
お
い
て
は

羽
田
雄
一
郎
氏
（
長
野
県
）
、

大
塚
耕
平
氏
（
愛
知
県
）
、
森

本
真
治
氏
（
広
島
県
）
、
野
田

国
義
氏
（
福
岡
県
）
が
そ
れ
ぞ

れ
激
戦
を
制
し
た
。
一
方
、
比

例
区
の
石
上
俊
雄
氏
（
電
機
連

合
）
は
健
闘
す
る
も
惜
敗
し
た
。

　

ご
支
援
い
た
だ
い
た
組
合
員

や
家
族
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

各
位
に
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
推
薦
候
補
の
必
勝
に
む

け
て
、
ま
さ
し
く
献
身
的
に
奮

闘
さ
れ
た
す
べ
て
の
組
合
員
に

対
し
て
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
る
。

（
７
月
21
日
に
発
し
た
Ｊ
Ｒ
連

合
コ
メ
ン
ト
は
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
）

同　
　
　
　

本
田　

雅
明　

新

同　
　
　
　

白
壁　

靖
子　

新

書
記
長　
　

羽
野　

敦
之　

新

中期労働政策ビジョン「チャレンジ2023」の実現
に向け中原委員長のリードで〝団結がんばろう〟

上村新体制のもと2万9000組合員が一丸となって運
動展開することを意思統一

ガラス張りの政治の実現を訴え見事当選した長浜候補 ５月２日の八十八夜から積み上げた街頭演説1043回が４期
目となる当選を後押しした榛葉候補

ＪＲ北労組の真価が問われる年と位置付け、政策課
題の解決、民主化闘争の完遂を訴える昆委員長

　ＪＲ連合加盟のＪＲ北労組苗穂工場支部、
貨物鉄産労九州地区本部において、新たな仲
間を迎え入れた。いずれも10代、20代の青年
であり、まさにＪＲ産業の将来を見据えた英
断といえる。ＪＲ連合の真に民主的な労働運
動を通じて、ＪＲ産業の持続的な発展を遂げ
るべく、ＪＲ連合への総結集を果たそう。

10代・20代の
  青年が加入  

ＪＲ北労組・貨物鉄産労

Ｊ
Ｒ
７
単
組
で
大
会
終
了　
Ｊ
Ｒ
連
合
の
さ
ら
な
る
躍
進
を
牽
引

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、
７
月
９
～

11
日
、
松
江
市
内
に
お
い
て
、

「
創
造
・
参
加
・
実
践　

原
点

に
立
ち
返
り
、
安
全
の
向
上
と

組
織
の
強
化
を
図
り
、
魅
力
と

求
心
力
の
あ
る
Ｊ
Ｒ
西
労
組
を

築
こ
う
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
、
代
議
員
、
特
別
代

議
員
、
お
よ
び
傍
聴
者
等
の
総

勢
約
５
０
０
人
超
の
組
合
員
が

出
席
し
、
第
31
回
定
期
中
央
本

部
大
会
を
開
催
し
た
。

　

冒
頭
、
執
行
部
を
代
表
し
て

荻
山
市
朗
中
央
執
行
委
員
長
が

挨
拶
に
立
ち
、
「
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
運
動
の
原
点
は
、
国
鉄

改
革
と
福
知
山
線
列
車
事
故
で

あ
る
。
そ
れ
ら
大
き
な
課
題
を

乗
り
越
え
る
べ
く
先
人
先
輩
が

Ｊ
Ｒ
西
労
組
運
動
を
推
進
し
、

今
や
組
織
率

は
95
％
に
及

ぶ
。
今
後
も

各
課
題
に
対

し
て
企
画
提

案
運
動
に
取

り
組
み
、
魅

力
と
求
心
力

の
あ
る
Ｊ
Ｒ

西
労
組
を
築

こ
う
」
と
力

強
く
訴
え
た
。

大
会
質
疑
で

は
、
本
会
議
・
二
つ
の
小
委
員

会
合
わ
せ
て
１
０
１
人
か
ら
運

動
方
針
を
補
強
す
る
発
言
が
あ
っ

た
。

　

大
雨
に
よ
る
伯
備
線
運
転
休

止
の
影
響
も
あ
り
、
日
程
を
短

縮
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ

た
が
、
２
０
１
９
年
度
の
運
動

方
針
を
満
場
一
致
で
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
に
併
せ
て
「
Ｊ

Ｒ
を
活
か
し
た
山
陰
地
域
の
持

続
的
な
進
行
に
む
け
て
」
と
題

し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
開
催
し
た
。
自
治
体
・
地

元
企
業
な
ど
か
ら
パ
ネ
リ
ス
ト

に
迎
え
、
観
光
列
車
「
瑞
風
」

「
あ
め
つ
ち
」
が
山
陰
地
域
に

も
た
ら
す
波
及
効
果
、
二
次
交

通
へ
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入
、
高

速
鉄
道
網
の
整
備
、
鉄
道
の
強

靭
化
な
ど
、
Ｊ
Ｒ
に
対
す
る
期

待
と
要
望
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
長
年
に
亘

り
Ｊ
Ｒ
西
労
組
を
牽
引
し
て
き

た
荻
山
委
員
長
、
里
内
副
委
員

長
、
城
副
委
員
長
ら
が
退
任
し
、

新
た
に
上
村
良
成
中
央
執
行
委

員
長
を
中
心
と
す
る
新
体
制
を

確
立
し
た
。

︿
三
役
﹀

中
央
執
行
委
員
長　

上
村　

良
成　

新

中
央
副
執
行
委
員
長　

松
原　

伸
芳　

新

　
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
７
月
10
・

11
日
の
両
日
、
佐
世
保
市
で
第

28
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
２

０
１
９
年
度
運
動
方
針
を
満
場

一
致
で
決
定
し
た
。

　

中
原
博
徳
中
央
執
行
委
員
長

は
挨
拶
で
、
「
新
た
な
時
代
を

ど
の
よ
う
に
切
り
拓
い
て
い
く

の
か
、
確
固
た
る
目
標
を
据
え

な
が
ら
将
来
に
踏
み
出
し
て
い

こ
う
」
と
訴
え
、
主
要
課
題
と

し
て
安
全
確
立
、
組
織
強
化
、

労
働
条
件
向
上
、
政
策
課
題
解

決
の
４
点
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ

生
協
九
州
事
業
本
部
な
ど
の
友

誼
団
体
、
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員

懇
談
会
及
び
21
世
紀
の
鉄
道
を

考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
所
属

の
国
会
議
員
・
秘
書
ら
が
出
席

し
た
。Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
尾
形

泰
二
郎
事
務
局
長
と
北
村
公
次

労
働
政
策
部
長
が
出
席
し
た
。

　

議
事
で
は
、
執
行
部
が
提
案

し
た
議
案
に
対
し
て
、
27
人
の

代
議
員
・
特
別
代
議
員
が
発
言

し
、
担
当
執
行
委
員
答
弁
、
芦

原
秀
己
書
記
長
の
集
約
答
弁
を

経
て
、
す
べ
て
の
議
案
が
満
場

の
課
題
に
対

す
る
所
信
を

述
べ
た
。

　

ま
た
、
大

会
に
は
、
来

賓
と
し
て
連

合
九
州
ブ
ロッ

ク
連
絡
会
や

連
合
長
崎
な

ど
の
労
働
団

体
、
九
州
労

働
金
庫
や
全

国
交
運
共
済

一
致
で
採
決
さ
れ
た
。
ま
た
、

役
員
選
出
で
は
、
田
頭
正
憲
中

央
執
行
副
委
員
長
を
は
じ
め
４

人
の
役
員
が
退
任
し
、
再
選
さ

れ
た
中
原
委
員
長
を
は
じ
め
と

す
る
新
執
行
体
制
を
確
立
、
Ｊ

Ｒ
九
州
労
組
初
の
女
性
専
従
役

員
も
誕
生
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
新
た
に
策
定
し

た
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン「
チ
ャ

レ
ン
ジ
２
０
２
３
」
を
提
起
し
、

同
ビ
ジ
ョ
ン
で
掲
げ
た
中
期
目

標
の
達
成
に
む
け
て
、
全
組
合

員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む

こ
と
を
確
認
し
た
。

︿
三
役
﹀

中
央
執
行
委
員
長　

中
原　

博
徳　

再

中
央
執
行
副
委
員
長　

木
村　

智
隆　

再

書
記
長　
　

芦
原　

秀
己　

再

　

大
会
に
は
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
荻

山
市
朗
会
長
が
出
席
し
「
Ｊ
Ｒ

産
業
に
働
く
す
べ
て
の
仲
間
の

総
結
集
」
を
訴
え
た
。
ま
た
、

４
月
の
統
一
地
方
選
挙
で
全
員

当
選
を
果
た
し
た
６
人
の
地
方

議
員
団
会
議
所
属
の
地
方
議
員

も
参
加
し
、
菅
原
和
忠
氏
、
笠

木
薫
氏
の
２
人
の
北
海
道
道
議

を
は
じ
め
、
各
議
員
よ
り
政
策

課
題
、
組
織
課
題
の
解
決
に
向

け
て
連
携
し
て
取
り
組
む
決
意

が
述
べ
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
今
月
12
日
に
苗
穂

工
場
支
部
で
北
鉄
労
を
脱
退
し

て
Ｊ
Ｒ
北
労
組
に
加
入
し
た
10

代
、
20
代
の
青
年
組
合
員
２
人

も
参
加
し
、
全
体
で
加
入
を
歓

迎
す
る
と
と
も
に
、さ
ら
な
る
組

織
拡
大
への
決
意
を
固
め
合
っ
た
。

　

議
案
の
提
案
に
続
き
７
人
の

代
議
員
が
発
言
し
、
職
場
に
根

ざ
し
た
熱
心
か
つ
本
音
の
議
論

が
交
わ
さ
れ
た
後
、
新
年
度
の

運
動
方
針
を
満
場
一
致
で
決
定

し
た
。

化
闘
争
の
完
遂
に
つ
い
て
見
解

を
述
べ
、
「
東
日
本
の
組
織
の

動
き
は
必
ず
北
海
道
に
も
波
及

す
る
。
私
た
ち
の
運
動
で
時
期

を
早
め
る
た
め
に
も
、
Ｊ
Ｒ
北

労
組
の
真
価
が
問
わ
れ
る
正
念

場
の
１
年
に
な
る
。
職
場
か
ら

の
組
織
拡
大
に
全
力
を
あ
げ
よ

う
」
と
力
強
く
呼
び
掛
け
た
。

よ
う
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
第
17
回
定
期
大
会
を
開
催

し
た
。

　

執
行
部
を
代
表
し
て
昆
弘
美

中
央
執
行
委
員
長
は
、
安
全
の

確
立
、
来
年
度
末
で
支
援
策
の

節
目
を
迎
え
る
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の

経
営
課
題
と
「
再
生
プ
ラ
ン
」

の
実
現
、
組
織
の
拡
大
と
民
主

　
Ｊ
Ｒ
北
労

組
は
７
月
27

日
、
札
幌
市

内
に
お
い
て

「
民
主
化
闘

争
を
成
し
遂

げ
、
安
全
で

働
き
が
い
の

あ
る
職
場
環

境
を
手
に
入

れ
、
ま
と
も

な
労
使
関
係

を
築
き
あ
げ

Ｊ
Ｒ
西
労
組
第
31
回
定
期
中
央
本
部
大
会

魅
力
と
求
心
力
あ
る
Ｊ
Ｒ
西
労
組
を

Ｊ
Ｒ
西
労
組
第
31
回
定
期
中
央
本
部
大
会

魅
力
と
求
心
力
あ
る
Ｊ
Ｒ
西
労
組
を

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
第
28
回
定
期
大
会

新
た
な
時
代
を
全
組
合
員
で
切
り
拓
く

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
第
28
回
定
期
大
会

新
た
な
時
代
を
全
組
合
員
で
切
り
拓
く

Ｊ
Ｒ
北
労
組
第
17
回
定
期
大
会

成
果
を
糧
に
組
織
拡
大
に
全
力
を

Ｊ
Ｒ
北
労
組
第
17
回
定
期
大
会

成
果
を
糧
に
組
織
拡
大
に
全
力
を

第
25
回
参
議
院
議
員
選
挙

榛
葉
・
長
浜
候
補
ら
推
薦
９
名
当
選

第
25
回
参
議
院
議
員
選
挙

榛
葉
・
長
浜
候
補
ら
推
薦
９
名
当
選

〈選挙区〉
候補者氏名 選挙区 得票数 党派

当選 榛葉賀津也 静岡県 445,866 国民

当選 長浜　博行 千葉県 661,224 立憲

当選 羽田雄一郎 長野県 512,462 国民

当選 大塚　耕平 愛知県 506,817 国民

当選 森本　真治 広島県 329,792 無所属

当選 野田　国義 福岡県 365,634 立憲

〈比例区〉
候補者氏名 出身産別 得票数 党派

当選 田村　麻美 UAゼンセン 260,324 国民⑴

当選 浜野　喜史 電力総連 256,928 国民⑶

当選 森屋　　隆 私鉄総連 104,339 立憲⑸

惜敗 石上　俊雄 電機連合 192,586 国民⑷

［開票結果］

※党派（　）内数字は今次選挙での得票順位
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特　集

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
松
田
元
社
長
の
〝
本
心
〟

民
主
化
闘
争 

57

広
島
県
議
会
議
員

柿  

本  

忠  

則 

さ
ん  

　
　

地方議員団
紹介

【ＪＲ西労組】

き
る
環
境
づ
く
り
高
齢
者
を
孤
立
さ
せ
な

い
、
災
害
に
備
え
る
街
づ
く
り
の
た
め
に

も
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
、
地
域
活

性
化
に
多
く
の
課
題
が
あ
る
と
痛
感
し
た

こ
と
。

　

二
つ
目
は
、
鉄
道
会
社
で
の
経
験
を
踏

ま
え
、
我
々
の
仕
事
は
政
治
と
も
精
通
し

て
お
り
、
地
域
公
共
交
通
で
山
積
し
て
い

る
課
題
も
政
治
で
な
け
れ
ば
改
善
さ
れ
な

い
と
感
じ
た
こ
と
。

　

三
つ
目
は
、
労
働
組
合
の
経
験
を
通
じ

て
、
労
働
組
合
と
会
社
で
結
ば
れ
た
労
働

条
件
が
政
治
の
世
界
で
環
境
が
激
変
す
れ

ば
、
結
果
と
し
て
私
た
ち
の
生
活
は
豊
か

に
な
ら
な
い
と
痛
感
し
た
こ
と
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
自
分
の
よ
う
に
働
く

者
・
生
活
者
・
納
税
者
の
目
線
に
立
っ
た

政
治
を
推
進
で
き
る
議
員
が
必
要
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

鉄
道
魂
を
大
切
に
し
、
新
人
議
員
ら
し

く
、
が
む
し
ゃ
ら
に
そ
し
て
貪
欲
に
活
動

し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
こ
と
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
広

島
県
議
会
議
員
（
広
島
市
東
区
選
出
）
の

柿
本 

忠
則
で
す
。

　

私
の
略
歴
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
と
、

２
０
０
０
年
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
入
社
後
、

駅
務
、
在
来
線
車
掌
・
運
転
士
、
新
幹
線

運
転
士
、
総
務
、
人
事
部
門
等
を
経
験
し

て
き
ま
し
た
。
一
方
で
労
働
組
合
に
お
い

て
広
島
地
方
本
部
の
青
年
女
性
委
員
長
や

副
委
員
長
（
専
従
）
、
連
合
広
島
の
会
計

監
査
な
ど
を
経
て
、
こ
の
度
の
統
一
地
方

選
挙
に
挑
戦
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
組
合
の
皆
さ
ん
を
中
心
に

非
番
、
休
み
、
就
業
前
に
も
関
わ
ら
ず
街

頭
に
一
緒
に
立
ち
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
や
電

話
か
け
等
本
当
に
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
し
、
全
国
の
仲

間
の
皆
さ
ん
か
ら
激
励
の
言
葉
を

頂
戴
い
た
し
ま
し
た
こ
と
に
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
が
政
治
の
道
を
歩
も

う
と
決
意
し
た
の
は
、
３
つ
の
観

点
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
20
代
か
ら
地
域
活

動
へ
参
画
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

後
ま
す
ま
す
進
む
少
子
高
齢
化
、
生

活
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
す
る
な
か

で
安
心
し
て
出
産
、
子
育
て
が
で

Ｊ
Ｒ
連
合
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
を
紹
介

  
友
好
産
別
の
連
帯
を
広
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
航
空
連
合
代
表
者
会
議
〜

は
ず
だ
。

　

松
田
元
社
長
が
社
長
に
就
任

し
た
１
９
９
３
年
に
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
会
社
幹
部
が
松
崎
明
氏
や

Ｊ
Ｒ
東
労
組
に
対
す
る
労
政
の

基
本
的
な
姿
勢
を
中
堅
幹
部
に

伝
え
た
こ
と
が
「
暴
君
」
２
２

６
頁
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
極

秘
扱
い
と
さ
れ
た
「
幹
部
発
言

メ
モ
（
秘
）
」
に
は
、
「
松
は

生
き
延
び
る
た
め
に
会
社
に
協

力
す
る
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
。

共
産
党
や
（
社
会
主
義
）
協
会

派
と
闘
わ
せ
る
に
は
、
革
マ
ル

を
使
う
よ
り
手
は
な
い
と
い
う

の
が
、
会
社
の
判
断
だ
っ
た
。

こ
の
方
針
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ

た
」（
註
：「
松
」
＝
松
崎
明
）

と
あ
る
。

　

し
か
し
、
今
年
６
月
21
日
に

開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
第
32

回
定
時
株
主
総
会
で
、「
暴
君
」

の
内
容
を
踏
ま
え
た
株
主
か
ら

労
働
組
合
に
対
す
る
中
立
保
持

義
務
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
際
に
、

答
弁
に
立
っ
た
喜
勢
常
務
取
締

役
は
、「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
オ
ー

プ
ン
シ
ョ
ッ
プ
制
を
と
っ
て
い

る
。
ど
こ
の
組
合
に
入
る
の
か
、

ま
た
は
ど
こ
に
も
入
ら
な
い
か

は
、
社
員
の
自
主
判
断
と
な
っ

て
い
る
。
会
社
は
一
切
介
入
し

て
い
な
い
。
複
数
組
合
が
あ
る

会
社
と
し
て
、
中
立
保
持
義
務

を
堅
持
し
て
い
る
」
旨
の
答
弁

を
行
っ
た
。

　

こ
の
答
弁
が
本
心
で
あ
る
な

ら
ば
、
特
定
の
組
合
に
偏
っ
た

労
政
を
解
消
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
ま
と
も
な
労
働
組
合
と
の

労
使
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

れ
た
「
暴
君
」
の
書
評
で
も
、

松
田
元
社
長
の
驚
く
べ
き
こ
の

〝
本
心
〟
（
「
暴
君
」
１
４
４

頁
）
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い

る
。

　

当
時
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
松

崎
明
氏
が
極
左
暴
力
集
団
・
革

マ
ル
派
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し

な
が
ら
、
協
調
関
係
を
継
続
し

て
き
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
労

使
二
ア
リ
ー
・
イ
コ
ー
ル
論
」

が
具
現
化
さ
れ
、
松
崎
明
氏
が

「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
影
の
社
長
」

と
言
わ
れ
る
ま
で
の
結
果
を
招

そ
の
上
で
松
田
は
、
革
マ
ル
疑

惑
に
つ
い
て
松
崎
に
単
刀
直
入

に
問
い
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
松

崎
は
『
自
分
は
今
で
も
革
マ
ル

派
で
あ
る
』
と
認
め
、
『
そ
の

こ
と
で
住
田
社
長
や
松
田
さ
ん

に
一
切
迷
惑
は
か
け
な
い
』
と

誓
っ
た
と
明
か
し
ま
し
た
。
松

田
は
『
自
ら
そ
の
意
思
で
松
崎

と
一
緒
の
船
に
乗
り
込
ん
だ
』

と
明
言
し
た
の
で
す
」
と
紹
介

し
た
。

　

同
様
に
、
雑
誌
「
週
刊
文
春

（
６
月
27
日
号
）
」
に
掲
載
さ

　

雑
誌
「
Ｚ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
（
７

月
号
）
」
に
掲
載
さ
れ
た
牧
久

氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
の

抜
粋
が
、
「
Ｊ
Ｒ
に
君
臨
し
た

革
マ
ル
派
最
高
幹
部
の『
亡
霊
』」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｓ
ポ
ス
ト
セ
ブ
ン
」
の
ネ
ッ
ト

サ
イ
ト
で
掲
載
さ
れ
た
。

　

著
書
「
暴
君
」
を
上
梓
す
る

に
当
っ
て
、
牧
久
氏
が
松
田
元

Ｊ
Ｒ
東
日
本
社
長
へ
取
材
し
た

内
容
に
つ
い
て
、
「
松
田
が
私

の
取
材
に
語
っ
た
の
は
、
脅
さ

れ
た
事
実
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

い
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

　
一
方
で
、

様
々
な
媒
体

で
書
評
が
紹

介
さ
れ
る
ほ

ど
注
目
を
集

め
て
い
る
現

在
の
状
況
は
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本

に
正
常
な
労

使
関
係
を
求

め
る
社
会
の

声
で
も
あ
る

　

７
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
航

空
連
合
代
表
者
会
議
に
お
い
て
、

Ｊ
Ｒ
連
合
尾
形
泰
二
郎
事
務
局

長
が
「
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
つ
い
て
約
１
時
間
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
Ｊ

Ｒ
連
合
が
取
り
組
ん
で
き
た
労

働
政
策
に
関
わ
る
活
動
の
一
端

を
紹
介
し
た
。

　

航
空
連
合
は
、
航
空
業
界
で

働
く
約
４
万
人
の
仲
間
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
連
合
と
同

じ
く
連
合
及
び
交
運
労
協
に
加

盟
し
、
安
全
は
も
と
よ
り
、
航

空
業
界
に
働
く
労
働
者
の
待
遇

改
善
に
む
け
て
労
働
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

航
空
連
合
で
は
、
加
盟
す
る

各
単
組
に
お
け
る
賃
金
を
は
じ

め
と
し
た
諸
労
働
条
件
の
引
き

上
げ
に
む
け
た
取
り
組
み
を
加

速
す
る
た
め
の
新
た
な
運
動
を

構
築
す
べ
く
目
下
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
Ｊ
Ｒ
連
合

が
こ
の
間
積
み
重
ね
て
き
た

「
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
取
り
組
み
を
そ
の
参
考
事
例

と
し
て
学
習
し
た
い
と
の
航
空

連
合
の
意
向
に
よ
り
今
回
の
場

が
設
定
さ
れ
た
。

　

登
壇
し
た
尾
形
局
長
か
ら
は
、

Ｊ
Ｒ
連
合
が
今
か
ら
10
年
前
に

「
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
た
経
緯
、
そ
し
て
同

ビ
ジ
ョ
ン
を
２
度
に
亘
っ
て
改

訂
し
た
際
に
考
慮
し
た
論
点
等

に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。
と

り
わ
け
Ｊ
Ｒ
連
合
に
加
盟
す
る

単
組
が
１
０
０
を
数
え
、
所
管

す
る
業
容
、
業
態
も
多
様
化
す

る
中
、
各
単
組
が
春
季
生
活
闘

争
等
に
お
い
て
同
じ
目
標
を
掲

げ
て
諸
労
働
条
件
の
向
上
に
努

め
る
重
要
性
を
伝
え
る
と
と
も

に
、
加
盟
単
組
の
取
り
巻
く
環

境
に
適
合
し
た
合
理
的
な
目
標

設
定
の
難
し
さ
を
付
言
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
今
後
も
連
帯
の

輪
を
拡
げ
る
べ
く
、
課
題
を
共

有
す
る
産
別
、
組
織
と
の
連
帯

を
深
め
て
い
く
。

ＪＲ西労組組合員の支えが柿本県議の初当選
の原動力につながった

家族の幸せを大きくサポート

交通災害共済/生命共済/入院共済

共済でひろがる、
安心できる毎日。

しっかりと医療を保障する

生命共済/入院共済/総合医療共済

気になる費用。
気にせず治療。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/交通災害共済/入院共済

自然は強い。
共済も強い。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/
交通災害共済/入院共済

災害は避けられない。
安心はふやせる。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガード

「中期労働政策ビジョン」を策定した際の論点や、加盟単組
の目標設定の重要性を語る尾形事務局長

ネットサイトの記事や新聞の書評で次々に牧久氏と著
書「暴君」が取り上げられている
「NEWSポストセブン」Webサイトより（一部編集）

【2019年度役員任務分担】
役職名 氏　名 任  務  分  担

会　長 荻山　市朗 総括・ＪＲ私傷病共済

副会長

昆　　弘美 産業政策委員会副委員長

菅野　一位 組織・財政検討委員会副委員長

鎌田　　茂 労働政策委員会委員長、組織・財政検討委員会
委員長

上村　良成 産業政策委員会委員長、政治対策委員会委員長

大谷　　清 男女平等参画推進委員会委員長

中原　博徳 安全対策委員会委員長

大杉　正美 政治対策委員会副委員長

事務局長 尾形 泰二郎
事務局総括、総務財政部長・福祉対策部長兼務
ＪＲ私傷病共済担当、退職者連絡会担当、ＪＲ
健保担当

執行委員

今井　孝治 企画部長、広報部長兼務、総務財政担当、男女
平等参画推進担当、ボランティア担当

中山　耕介 組織部長、政治部長・国際部長兼務

北村　公次 労働政策部長（賃金・業務）、グループ労組担
当部長兼務、医療連絡会担当

中村　鉄平 交通政策部長、安全担当、自動車連絡会担当、
青年・女性委員会担当

政所　大祐 安全対策委員会副委員長

羽野　敦之 労働政策委員会副委員長

特別執行委員

八木　大星 グループ労組連絡会代表幹事

白壁　靖子 男女平等参画推進委員会副委員長

新倉　　実 青年・女性委員会議長

鈴木　大介 青年・女性委員会事務長

慶島　譲治 交運労協派遣（事務局次長）

会計監査員
鈴木　賢二（ＪＲ東海ユニオン・中央執行委員）

本田　雅明（ＪＲ西労組・中央副執行委員長）

２０１９年度役員の任務分担決定
新体制を確立し真の民主的労働運動を不断に追求

　第28回定期大会終了後、第１回執行委員会を開催し、三役・
執行委員の任務分担を決定しました。また、５人の特別執行委
員を指定しました。


